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日本学校心理士会愛媛支部 2014年度総会・研修会Ｂ開催の御案内 

日本学校心理士会愛媛支部長  橋本 巌 

 

青葉が目にまぶしい季節です。皆様におかれましては、益々御清祥のこととお喜び申し上げます。 

さて、本会において、年二回の研修会の開催を絶やさず続け、８年になります。ひとえに会員の

皆様、関係機関の皆様のおかげと思っております。 

本会の今後の発展のために、また会員相互の意識を高めるために、いろいろと御意見をうかがえ

ますよう、愛媛支部第９回総会（2014年度）の開催をご案内いたします。総会にどうしても参加で

きない方は仕方ありませんが、できるだけの参加をよろしくお願いいたします。また、出席時に会

費納入をしていただきますようお願いいたします。 

 研修会には、関心をおもちの会員外の方も誘って、参加いただければ幸いです。万障お繰り合わ

せの上、ご出席くださいますよう、お願いいたします。 

 

記 

 

１ 会の名称：日本学校心理士会愛媛支部2014年度総会／日本学校心理士会愛媛支部研修会Ｂ 

２ 日時：  ６月２９日（日）13：30～16：30 

３ 場所：  愛媛県男女共同参画センター２階 第三研修室(総会) 視聴覚室(研修会) 

〒791-8014 松山市山越町450番地  Tel 089-927-5111(代表) 

(注  愛媛大学ではありません。) 

４ 日本学校心理士会愛媛支部2014年度総会 13：30～14：30 

（１）2013年度の活動報告・決算報告 

（２）2014年度の方針・予算案について 

（３）会員活動報告など 

（４）研修会・連絡方法など 

（５）その他 

５ 日本学校心理士会愛媛支部研修会Ｂ 14：30～16：30 

   講師 愛媛県立医療技術大学保健科学部  

准教授 澤田 忠幸 先生 

○ 研修テーマ 「学び合う状況を作り、深い学びを支援するためにできること」 

   今日、初等中等教育のみならず大学教育においても、アクティブ・ラーニングやディープ・   

ラーニング（深い学び）に関心が寄せられている。その一つの方法として「協同学習」が注目

を浴びている。しかし、グループワークを取り入れさえすれば単純に学びが深まるわけではな

く、児童・生徒や学生の心理特性を考慮することや様々な仕掛けが必要になる。本研修会では、

協同学習を用いて、いかにして深い学びをもたらす授業を設計することができるかについて参

加者とともに学び合える場としたい。 

更新表Ｂの1ポイントがもらえます。 

連絡先１：〒790-8577 愛媛県松山市文京町3 愛媛大学教育学部  橋本 巌 

電話 089-927-9532・FAX 089-927-9396 

Email: iwaoh313@ed.ehime-u.ac.jp 

連絡先２： 〒791-8056 愛媛県松山市別府町166番地の4   

松山市立味生小学校  山本千鶴子 

電話     089-951-0529・FAX 089-951-4980 

mailto:iwaoh313@ed.ehime-u.ac.jp

